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防災週間 3/10（月）～16（日） 

防災チェックシートへのご回答と班長さんへのご提出のお願い 
 毎年、３月11日の「防災の日」を含む月曜日から日曜日までが桜ニュータウンの防災週間

となっております。東日本大震災から早14年となりますが、あの日のことを思い起こして、

この防災だよりとともに配られた黄色い紙の防災チェックシートを使っ

て各ご家庭における備えについて点検を行いましょう。 

点検結果を記入したチェックシートは３月１6日（日）までに班長さ

んにお渡しください。（無記名） 

（班長さんは3月18日（火）までに区長さんにお渡しください） 

同チェックシートにてペットボトル水の購入申し込みも受け付けてお

りますので、購入を希望される方は、必要事項をご記入の上チェックシートと同様に 

3月16日までに班長さんにお渡し下さい。 
 

防災について考える会(12/22)開催報告 
12/22（日）13：30～15：30に交流センターホールと調理室を使って開催しました。 

今回は自治会の保健衛生部からも多数参加いただき、参加人数は総勢30名となりました。 

第1部はテーマが「備蓄食料について考える」で、災 

 害時の食事に関する基調講演に続き、自治会の備蓄食料 

 についての現状報告、今後の購入計画と課題についての 

 話がありました。 

また、副防災長よりつくば市から中央公園にかまどベン 

チを設置してもらえることになった旨の報告もありまし 

た。かまどベンチとは普段はベンチとして使用しますが 

災害時には座板を外して下で火を焚いて調理ができるよ 

うになるものです。来年度はかまどベンチを使って屋外 

調理の訓練を考えております。 

第2部はテーマが「災害時の炊き出しについて考える」で、調理室にて ①昨年度に購入した

備蓄食料の品質確認 ②炊飯袋での炊飯体験 ③電気も水も使わない料理体験を行い、楽しみ

ながら災害時の食事に関する知識と経験を高めることができました。 

 
災害時支援希望者訪問週間 

    災害時支援希望者の方々の訪問週間（2/2～16）が終わりました。 

災害時支援希望者というのは毎年４月、年度はじめの「支援希望調査」によって皆さまの希望で

決められていきます。その後前年度に希望されている方が漏れていないかの確認を経て、１年間

周りの人から見守られ、いざ地震とかの時にはサポーターさんにも見守られています。 

ひなん支援部会のメンバーは現在２５人。年に３回、希望者の方の訪問をおこなっています。 

 

→ ウラ面に続く 



現状を知っておくということもありますが、それよりも体が不自由になってくるとどうしても

家の中に閉じこもりがちになります。たまには誰かとおしゃべりして楽しむというのも良いじゃ

ないですか？困ったことがあれば、その時に相談もできます。訪問はその為のものです。 

今年度３回目の訪問が終わりました。 

 北区 中央区 南区 

世帯 人 世帯 人 世帯 人 

支援希望者 22 25 18 24 26 32 

大きい災害時に助けが必要  10  6  5 

うち 目が悪い人    1   

 うち 耳の聞こえにくい人  1    2 

 うち 要透析  1    1 

注：大きい災害時に助けが必要とは、家族やサポーター以外にも救出にはもっと人手を必要とする方を指します 

今までひなん支援部会では、見守りやお手伝いをサポーターさんにお願いするように考えてお

りましたが、来年度の「安否確認」では、たくさんの助けの必要な方がすぐに分かるようにして

おくと共に、防災訓練では担架で運ぶ又は担架に乗せるやり方の訓練が必要と考えたところです。 

 

 

 

 

 

 

  火災への初期対応 
  12月22日に栄泉寺で野火火災が発生しました。帰宅途中の方が発見し、近所の方と一緒に

消火栓のふたを開け、ホースを繋いで消防が来る前に消火に当たりました。使用した消火栓は

消防訓練で使用した消火栓で、どのようにふたを開けホースを繋いだらよいか、また栓の開け

方をどうしたら良いか経験済みで、訓練の成果が発揮できたことは素晴らしいことでした。 

  22日は「防災について考える会」開催日で多くの自主防役員はそちらに参加しており、消防

車のサイレンを聞いたのですが、火災は団地の外で既に消火済みという情報を得たため、それ以

上、誰も動くことをしませんでした。 

火災発生時の連絡体制が決まっていなかったことに問題が残りました。 

  この経験を踏まえ、自主防では火災時の連絡体制を総会で提案する予定にしております。 

火災発見時は先ず近所の住民は「火事だ－！」と大声で近所に知らせ、別の人は消防へ連絡す

るとともに、防災長にも連絡するようにしたいと思います。 

防災長はその後、自治会長、自主防の各作業部会長に連絡し、あとはそれぞれの下部組織に連

絡して、初期消火支援や救助支援に動くように考えております。 

※消防の妨げになりますので夜間の路上駐車、消火栓から５m以内の駐車はご遠慮ください。 

  
桜ニュータウンの防災員として、あなたを必要としています！  

※防災員としてご協力をお願いします。協力いただける方は、下記宛てにお名前と班名、メールアドレス（あれば）を

ご連絡いただきますようおねがいいたします。お待ちしています。（連絡先）防災長 金子和雄（北 5 班） 副防災長 

田中良典（北 10 班）副防災長 並木宏之（南 8 班） 自主防災組織本部 sntbosai-honbu@sakurant.org 

  自分の命は自分で守る  我々の街桜ニュータウンは住民みんなで守る 

  来年度４月初めの自治会役員会の時に、毎年行っています「災害時ひなん支援希望

者」の調査票をお配りして 2025 年度の支援希望をお伺いする予定です。 

希望をしない方におかれましても 災害時の安否確認の資料作成のために 

ご記入の上、提出をお願い申し上げます。 


